
人材がいないとできない取り組みである。（業務3分類では教師の業務となっている

ので、教諭以外に任せることができない。）

概　　要

週2～3回程度、２～6年生の給食時間に担任外教諭が入り、給食指導を担う。

担任は、職員室で給食をとり、隙間の時間に学級事務や授業準備等を行う。

担任外教諭→主幹教諭・児童支援加配教諭・学習支援加配教諭・体育エキスパート

教諭

1年生については、給食指導は担任が中心とはなるが、配膳や後片付けの補助として

栄養教諭・児童支援加配教諭・通級指導担当教諭・市費会計年度任用職員（ボラン

ティアとして）がサポートを行っている。

取組効果

1学級につき2～３回程度なので、週80～120分ほどではあるが、担任の時間的、心

理的余裕を作り出すことはできている。

専科教諭が給食指導に入ることで、児童とのコミュニケーションをとったり、普段

の児童の様子を把握したりし、専科の授業に役立てることができている。

学級に担任以外の教諭が入ることで、多面的に児童をとらえることができるように

なり、チームで生活指導を進めることができている。

課　　題

学校名：滝川市立滝川第二小学校（学級数　16学級　児童生徒数　248人）管内　空知

事例項目 給食時間の業務シェアリング

画像添付２画像添付１

担任が職員室で給食をとり、学級事務を行う専科教諭が学級にて給食指導を行う（2年生の様子）
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・授業の開始時刻等が日によって違うので、慣れるまでに時間がかかった。来年度

以降も同日課を継続していくことで、日課を把握して時刻を意識した行動ができる

ようにしていく。

概　　要

・清掃活動を行わない日課や休み時間を短くする日課を設定することで、児童の下

校時間を早くし、教員が校務に費やすことができる時間を長く確保する。

　A日課…通常日課

　B日課…休み時間を短縮した日課

　C日課…清掃活動を行わない日課

　D日課…清掃活動を行わず、休み時間をカットした日課

取組効果

教材研究の時間や分掌業務の時間を従来より長く確保することができ、子どもたち

に対してより効果的な学習活動を行うことができた。

課　　題

学校名：深川市立多度志小学校（学級数４学級　児童生徒数17人）管内 空知

事例項目 日課の見直し

画像添付１
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・働き方改革の目的は、「教育活動の質の改善」が大前提であること

　放課後のゆとり時間ができた分を有効活用する

（本校の課題解決に向けてどう取り組むか）

・価値ある学びの視点による精選、見直しを継続する

概　　要

①カリキュラム・マネジメント

□教育課程を見直し、５時間日課を年間８０日設定

　放課後の補充学習「明成タイム（国語、数学、英語）」を継続　※添付写真

□学習に関するコアチームを組織

　学びのUDL導入による授業改善

□職員会議終了後に「カリマネ・ツィートタイム」を実施 　※添付写真

　日常業務の短期反省、改善を継続

　

②部活動終了時刻17:00設定（年間）

□部活動ガイドラインに沿った指導を継続

取組効果

①カリキュラム・マネジメント

□教職員一人一人が自分事として学校経営に参画

□前年度踏襲ではなく、常にチャレンジする職員の意識変化

□全職員による学校づくり

②部活動終了時刻17:00設定

□導入前との比較において、放課後のゆとり時間確保につながった

課　　題

学校名：岩見沢市立明成中学校

（学級数7学級　児童生徒数127人）
管内　空知

事例項目
①カリキュラム・マネジメントによる教育課程の見直し

②部活動終了時刻17:00（年間）

カリマネ・ツィートタイム補充学習「明成タイム」
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